
 

 

E メール  u-nagasaki@ yuseiunionkyusyu.jp ホームページ http://www.yuseiunionkyusyu.jp 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 
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を
開

設
し

ま
し

た
！

 
未

来
の

バ
ッ

ク
ナ

ン
バ

ー
も

見
れ

ま
す

。
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ユ

ニ
オ

ン
長

崎
で

検
索

！
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

菅
首
相
は
日
本
学
術
会
議
の
会

員
推
薦
で
六
人
の
候
補
者
を
任
命

せ
ず
、
そ
の
理
由
と
経
過
も
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
二
重

の
意
味
で
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
。 

い
ま
こ
れ
は
国
に
よ
る
学
問
の

自
由
や
言
論
自
由
侵
害
だ
と
し
て
、

多
く
の
団
体
か
ら
批
判
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
私
た
ち
も
、
こ
れ

は「
い
つ
か
き
た
戦
争
へ
の
道
だ
」

と
し
て
、
国
に
強
く
抗
議
す
る
。 

  

戦
前
の
歴
史
で
、
学
問
の
自
由

侵
害
や
言
論
弾
圧
で
、
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
は
、
特
に
大
事
な

年
で
あ
る
。
ふ
り
か
え
ろ
う
。 

  

国
は
こ
の
年
の
四
月
に
、
京
都

大
学
の
滝
川
教
授
の
言
動
に
問
題

あ
り
と
し
て
、
休
職=

事
実
上
の

追
放
処

分
を
出

す
。
こ

れ
に
た

い
し
京

都
大
学

の
学
長
ら
三
九
名
の
教
授
が
「
学

問
の
自
由
の
侵
害
」「
言
論
の
自
由

や
大
学
の
自
治
の
侵
害
」と
し
て
、

反
対
を
声
明
し
、
国
に
拒
否
さ
れ

る
や
、抗
議
の
辞
表
を
提
出
し
た
。 

 

こ
の
事
件
は
、
滝
川
教
授
が
書

い
た
『
刑
法
読
本
』
が
危
険
思
想

で
あ
る
と
し
て
、
文
部
省
が
弾
圧

し
た
も
の
だ
。 

 

こ
の
事
件
が
起
き
る
と
、
岩
波

書
店
の
岩
波
茂
雄
は
怒
り
、「
こ
の

事
件
は
学
者
、
思
想
家
が
、
そ
の

後
に
、
狂
暴
な
軍
部
な
ど
に
屈
す

る
端
緒
に
な
っ
た
」と
書
く
。（「
昭

和
史
発
掘
⑥
京
都
大
学
の
墓
碑

銘
」（
松
本
清
張
・
著
か
ら
）。 

 

だ
が
、
国
の
懐
柔
策
も
あ
り
、

大
学
側
が
分
裂
し
、
抵
抗
は
敗
北

す
る
。
当
時
の
京
大
の
哲
学
者
、

西
田
幾
多
郎
も
こ
の
岩
波
の
意
見

に
反
対
し
、「
い
ち
滝
川
の
た
め
に

大
学
を
つ
ぶ
す
わ
け
に
は
い
か
ん

よ
」
と
、
国
の
側
に
立
っ
て
し
ま

い
、
事
件
は
終
わ
る
の
だ
。 

 

こ
の
滝
川
事
件
を
契
機
に
、
そ

の
後
、
国
の
思
想
の
自
由
や
言
論

自
由
へ
の
侵
害
事
件
が
次
々
に
起

き
、
時
代
は
一
気
に
戦
争
へ
と
流

れ
込
ん
で
い
っ
た
。 

 

時
代
背
景
を
見
る
。
こ
の
年
の

一
月
に
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト
ラ
ー
が
政

権
を
握
り
、
日
本
は
三
月
、
国
際

連
盟
の
決
議=

満
州
国
か
ら
日
本

は
撤
退
す
べ
し
！
に
怒
り
、
国
際

連
盟
を
脱
退
す
る
。 

 

さ
ら
に
二
月
、
国
内
で
は
思
想

犯
弾
圧
で
、「
蟹
工
船
」
の
著
者
で

あ
る
作
家
の
小
林
多
喜
二
が
築
地

警
察
署
内
で
、
警
察
官
に
よ
り
虐

殺
さ
れ
る
。 

 

い
つ
の
時
代
も
、
国
や
権
力
者

は
、
自
分
に
批
判
的
な
人
々
を
弾

圧
し
た
。
わ
け
て
も
知
識
人
と
い

わ
れ
る
人
は
、
常
に
そ
の
攻
撃
に

さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
と
き
、

各
々
が
ど
う
い
う
立
ち
位
置
に
立

つ
の
か
？
こ
れ
は
歴
史
を
分
け
る

分
水
嶺
だ
っ
た
。 

 

一
例
で
あ
る
。
日
本
最
高
の
哲

学
者
と
い
わ
れ
、「
善
の
研
究
」
で

知
ら
れ
る
西
田
幾
多
郎
で
す
ら
、

こ
の
滝
川
事
件
の
と
き
の
よ
う
に

国
へ
の
反
対
は
難
し
か
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
西
田
の
「
善

の
研
究
」
と
い
う
人
の
生
き
方
を

問
う
本
に
は
、
先
駆
け
（
教
科
書
）

と
な
る
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
書
い

た
人
が
い
た
こ
と
で
、
歴
史
は
少

し
別
に
見
え
る
。 

 

そ
の
人

は
大
西
祝

（

は

じ

め
）
で
あ

る
。
西
田

の
「
善
の

研
究
」
は

哲
学
者
・

大
西
祝
の「
道
行
く
貧
者
あ
り
・・
」

で
始
ま
る
「
良
心
起
源
論
」
を
源

と
す
る
著
作
と
も
い
わ
れ
る
。 

大
西
は
東
大
在
学
中
に
、「
東
大

に
教
授
と
し
て
残
る
な
ら
キ
リ
ス

ト
教
を
捨
て
ろ
」
と
学
長
で
哲
学

界
の
ド
ン
・
井
上
哲
次
郎
に
言
わ

れ
た
が
、
彼
は
こ
れ
を
拒
み
、
野

に
下
り
、
の
ち
の
早
稲
田
大
学
の

教
壇
に
立
つ
。
反
骨
の
人
で
あ
っ

た
。 

 

大
西
は
い
ま
で
こ
そ
日
本
哲
学

界
の
父
だ
が
、
当
時
は
明
治
の
国

家
主
義
や
教
育
勅
語
発
布
に
異
を

唱
え
、
哲
学
界
で
は
傍
流
に
あ
っ

た
。 

 

大
西
は
そ
の
著
書
の
な
か
で
、

「
も
し
一
哲
学
者
の
大
真
理
と
信

じ
る
と
こ
ろ
を
非
真
理
と
せ
よ
と

命
ず
る
国
家
元
首
あ
ら
ば
、
そ
の

哲
学
者
は
た
と
え
断
頭
台
の
露
と

消
ゆ
る
と
も
、
信
じ
る
と
こ
ろ
を

行
く
。
こ
れ
学
者
の
本
分
な
り
」

と
し
た
。
立
派
だ
。 

 

そ
の
の
ち
彼
は
京
都
大
学
教
授

に
招
か
れ
る
が
、
病
で
故
郷
・
岡

山
に
戻
っ
て
い
て
、
三
六
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
り
、
夢
を
果
た
せ
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
も

国
の
不
正
に
反
抗
す
る
学
者
も
い

た
し
、
少
し
明
る
い
歴
史
だ
。（
闘

う
哲
学
者
の
生
涯
、
大
西
祝
（
は

じ
め
）
か
ら
）。 

 

い
ま
戦
前
の
忌
ま
わ
し
い
暗
い

過
去
が
、
現
在
の
言
論
弾
圧
、
学

問
の
自
由
侵
害
事
件
と
し
て
、
私

た
ち
の
目
の
前
に
立
ち
現
れ
た
。 

 

秋
田
の
百
姓
の
子
せ
が
れ=

立

志
伝
中
の
人
と
ほ
め
そ
や
さ
れ
る

菅
首
相
だ
が
、
心
の
奥
底
に
、「
反

対
者
は
許
さ
な
い
」
と
い
う
独
裁

者
の
暗
い
姿
が
見
え
る
。 

 

か
り
に
百
歩
譲
っ
て
、
こ
の
学

術
会
議
会
員
の
任
命
権
が
首
相
に

あ
る
と
し
よ
う
。
し
か
し
だ
。
そ

こ
で
推
薦
さ
れ
た
人
の
一
部
の
み

を
不
採
用
に
す
る
に
は
、
そ
の
理

由
と
経
過
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

正
邪
を
国
民
に
問
う
こ
と
は
必
要

だ
。
こ
れ
が
民
主
主
義
の
政
治
で

あ
り
、
日
本
は
個
人
独
裁
の
秘
密

国
家
で
は
な
い
か
ら
だ
。 

 

首
相
は
法
の
上
に
あ
る
神
で
も

な
け
れ
ば
王
で
も
な
く
、
民
主
主

義
の
手
続
き
に
従
い
、法
を
守
り
、

行
政
を
執
行
す
る
義
務
が
あ
る
。 

 

好
き
や
嫌
い
で
人
を
分
け
、
反

対
派
の
人
を
「
あ
ん
な
人
た
ち
に

…
」
と
差
別
的
に
非
難
し
、
分
断

と
対
立
を
煽
っ
た
安
倍
前
首
相
で

す
ら
、
強
行
し
な
か
っ
た
学
問
の

自
由
侵
害
を
、
人
事
と
い
う
最
も

卑
劣
な
手
段
で
踏
み
に
じ
る
菅
首

相
を
許
さ
な
い
。 
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